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平成２８年度工事監査の結果について 

 

 

地方自治法第１９９条第１項及び第５項の規定に基づき、平成２８年度工事監査を実施

したので、同条第９項の規定によりその結果を別紙のとおり提出します。 
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工事監査報告書 

 

第１  監査の期間  

平成２８年１２月１９日（月）から平成２９年２月１０日（金）まで 

 

第２ 監査の実施日 

  平成２９年２月１０日（金） 

 

第３  監査の対象     

      工事件名  府中市立学校給食センター新築工事及び付帯工事 

      工事年度    平成２７年度から平成２９年度まで 

      主管部課    教育部学務保健課 

行政管理部建築施設課 

行政管理部契約課 

 

第４  監査の範囲 

      監査対象工事に係る契約事務、計画、設計及び工事監理 

 

第５  監査の方法 

      この工事は、契約事務、工事の計画、設計及び工事監理が関係法令等に基づいて適正か

つ効率的に行われたかどうか等を主眼として、設計図書等の関係書類の審査と現地実査に

より実施した。 

      なお、工事の技術面における監査は、「公益社団法人大阪技術振興協会」と業務委託契約

を締結し、技術士の派遣を受けて平成２９年１月２０日（金）に実施した。 

 

第６  監査の結果 

      本工事に係る契約事務、工事の計画、設計及び工事監理は、関係法令等に基づいておお

むね適正かつ効率的に執行されていることが認められた。 

      なお、工事の概要等は次のとおりである。 
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１ 工事の概要 

 

(1) 工事件名    府中市立学校給食センター新築工事及び付帯工事 

 

(2) 工事の場所   府中市朝日町３丁目１３番地 

 

(3) 建設概要    敷地面積   １３，０００．０７㎡ 

                  建築面積    ７，３９２．３５㎡ 

                  延床面積   １４，３０５．２９㎡ 

                  構造・階数  鉄骨造 地上３階 

 

(4) 工期・委託期間及び契約金額等 

   ア 本体工事 

         工    期    平成２８年３月２５日から平成２９年６月３０日まで 

         契約金額    ３，１３２，０００，０００円 

         請 負 者    田中・林・内山・敏建設共同企業体 

 

   イ 電気設備工事 

         工    期    平成２８年３月２５日から平成２９年６月３０日まで 

         契約金額    １，０６９，２００，０００円 

         請 負 者    あきら・吉野・サンコウ・伸建設共同企業体 

 

ウ 給排水衛生設備工事 

         工    期    平成２８年３月２５日から平成２９年６月３０日まで 

         契約金額      ９４５，０００，０００円 

         請 負 者    須賀・八洲・吉野・吉沢建設共同企業体 

 

エ 空気調和設備工事 

         工    期    平成２８年３月２５日から平成２９年６月３０日まで 

         契約金額    １，３４４，６００，０００円 

         請 負 者    大成温調・喬生・明保・白石建設共同企業体 
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オ 厨房設備工事 

      （その１） 

         工    期    平成２８年３月２５日から平成２９年６月３０日まで 

         契約金額    １，６９１，２８０，０００円 

         請 負 者    株式会社中西製作所 多摩営業所 

      （その２） 

         工    期    平成２８年６月２２日から平成２９年６月３０日まで 

         契約金額      ４９２，４８０，０００円 

         請 負 者    株式会社中西製作所 多摩営業所 

 

カ 昇降機設備工事 

         工    期    平成２８年４月４日から平成２９年６月３０日まで 

         契約金額      １０８，０００，０００円 

         請 負 者    東芝エレベータ株式会社 西東京支店 

 

キ コ・ジェネレーションシステム等熱源設備工事 

         工    期    平成２８年１０月４日から平成２９年６月３０日まで 

         契約金額      ３７５，８４０，０００円 

         請 負 者    大成温調・八洲建設共同企業体 

 

    この工事は、府中市立第一学校給食センター、同第二学校給食センター、学校給食洗浄セ

ンターの老朽化に伴い、場所を移転して新築するもので、平成２７年度から平成２９年度ま

での３か年度にわたる債務負担行為による工事である。 

なお、本監査時の工事出来高は、本体建築工事で約８４％、全工事で約５７％であった。 
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２ 工事技術調査結果の概要について 

 

工事技術調査を踏まえた技術士の総括的所見は次のとおりであった。 

当給食センターは、現在分散している３か所の施設を１か所にまとめ、衛生基準、衛生区

分、食物アレルギーの対応、調理動線の区分など、おいしい学校給食の提供をコンセプトに

新設されるものである。旧施設は、古いものは既に４５年以上が経過して老朽化が進み、機

能的にも学校給食衛生管理基準を満たしていないなどの問題があり、維持管理が厳しくなっ

てきていた。そのことから、府中市立学校給食センター基本構想、同基本計画に基づいて平

成２６年度から平成２７年度にかけて基本設計・実施設計がまとめられ、建設が開始された。 

以上、新給食センターの計画は、周到な準備を重ねて実施されており、その合理性・効率

性・有効性・経済性について問題となるところはない。 

設計については、施設の特性を的確に把握し、当初設定した６つのコンセプトを基に、ド

ライシステムの導入、ＨＡＣＣＰ対応、衛生基準の順守、衛生区分の確立・リスク分散（小・

中学校の調理ラインを分散）、調理動線の区分（汚染区域と非汚染区域）、食育、地産地消の

推進、居住環境、自然環境に配慮した設計、耐震性、材料の安全性、防犯体制、ユニバーサ

ルデザイン・バリアフリー対応、省エネ・自然エネルギー利用、維持管理の容易性などに配

慮した内容となっている。 

積算については、公的な積算資料に基づいて正確に積算し、単価も各種単価、各種メーカ

ーの見積りを比較して最適、低価格のものを最優先に採用している。積算の内容は、建築施

設課の担当者がチェックして万全を期している。積算上の問題はない。 

入札・契約については、競争入札により公平性に最大限に配慮し、設計、施工を担当する

技術者については、その経験、技術力の評価を見極めたうえで業者の選定を行っている。 

契約は関係法令等に基づいて適切に行われている。 

工事監理については、実施設計を担当した設計事務所の監理技術者が建築施設課の監督員、

請負者と連携して定期的に的確な監理を行い、品質管理に努めている。実施設計を担当した

設計事務所が引き続き工事監理を行うことは、設計の内容を熟知した技術者によることで、

監理の効率性、的確性を期する意味で大変重要なことである。 

施工は、各種工事とも事前に施工計画書を作成し、各業種連携のもと、設計図書に忠実に

施工を行っている。現場視察の結果においても品質は良好で、問題はない。安全については、

建築工事を担当する業者の主導で各業者が協力、ここまでのところ無事故を達成している。

工事工程もマスター工程どおり遂行されており、遅れはない。 

試験・検査も工事監理者を中心に的確な対応が行われており、ここまでのところ問題とな

る項目はない。シックハウス対策は、最も重要な管理項目である。引渡し前の環境測定は、

周到な準備のうえ的確な測定を行うよう助言した。 

以上、当新築工事は、設計から施工まで、現在までのところ特に問題となるところはない。 
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３ 意見・要望について 

 

(1) 実施設計と工事監理を同一の業者が実施することによる管理の効率性、的確性について

のメリットは大きいと感じる。一方で、同一業者が実施設計と工事監理を確実に実施する

ためには、特命随意契約を締結する必要があったが、競争性の面からすべての工事を特命

随意契約で行うことにも疑問を感じる。そのため、規模の大きな工事や特殊な工法を用い

る工事等、工事監理との一体化が必要と認められる工事については、実施設計業者に対し

て工事監理を特命随意契約で行うことの是非を検討していただきたい。 

 

(2) 新給食センターについては、今後長期間にわたって運用される施設である。そのため、

完成後の早い段階で長期メンテナンス計画を立て、施設を良い状態で長く活用する方策を

立てていただきたい。また今回の建設工事やメンテナンス計画の策定の経験を今後予定さ

れている新庁舎建設にも生かしていただきたい。 

 

(3) 今回の学校給食センターは、２２，０００食の配食能力のある国内最大級の施設である

ことから、他自治体からの問い合わせや視察、情報提供依頼等が多くなることが予想され

る。他自治体へのノウハウの提供等、先行自治体としての対応について今から準備してい

ただきたい。 

 

(4) 技術士による工事技術調査において高い評価を受けたことは、主管課及び工事関係者の

努力によるものと評価する。今後は設備工事をはじめとして工事の山場を迎えるが、引き

続き、安全衛生管理面を重視し、無事故で工事を進めていただきたい。 


